
様式第２号(事業別概要) No．　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

平成２２年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
款   9．教育費                                  事 業 名  14．子育て講座事業費

一般財源

項   5．社会教育費                              細事業名

予算分析 臨時経費 継続事業 単独事業

目   1．社会教育総務費 担当課･係  社会教育課 （執行課： 社会教育課

1,280 

(歳　入) (歳　出) 財源内訳

要 求 額 0 1,280 要　　求

決 定 額 決　　定

実
施
計
画
の
内
容

（実施計画における事業の概要） 施　　策  英知を伝え、心豊かに明日を育むまちづくり／だれでも楽しく学習できるまちづくり／家庭の教育力向上のための支援を推進します。

 家庭教育を推進するために設置した「佐倉市家庭教育推進協議会」が 施策体系ｺｰﾄﾞ 03-04-04-10-10 事業番号

 実施する市民との連携による『子育てサポーターリーダー養成講座』や 総事業費 10,471千円 事業期間 平成１８年度～平成22年度

 『明日の親のための子育て理解講座』等の家庭教育支援総合推進事業に
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

 ついて支援を行います。 0 4,029 4,029 613 1,280 

（事業実施に関する根拠法令）

 社会教育法第５条

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 　市民や学識経験者の力を活用し家庭教育や家庭教育支援のあり方  　子どもの発達段階に応じた事業の実施を通し、参加者自らが子育  　家庭教育の学習機会の充実に伴い稼働層や無関心層に対して働き

 を検討するとともに、子どもの発達等に応じた家庭教育に関する学  てにおける家庭教育の重要性を認識し、問題解決を図ることができ  かけができ、更に、母親のみならず社会全体で家庭教育を支える機

 習機会を提供する。  るようにする。  運が醸成される。　

  　家庭の教育力向上のために活動する団体と連携し、地域教育力の  

  向上と強化を図ることができるようにする。  

   

   

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

  　事業の全体的な見直しを行い、他部局で類似の事業を行っている  

  ものについては中止した。  

   

   

   

   

   

(佐倉市）


